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白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和8年2月号

積雪に伴う伝建物被害があれば、速やかに教育委員会まで、ご報告ください！

文化財防火デーの制定は、昭和24年1月26日
の早朝、法隆寺（奈良県）の金堂で発生した火
災により国宝の壁画が消失。その後も松山城（
愛媛県）や松前城（北海道）など、文化財の火
災が相次ぎました。これにより「先人たちが残
した文化財を火災から守ろう」という世論が高
まり、昭和25年に文化財保護法が制定され、昭
和30年から1月26日を「文化財防火デー」とし、
文化財の防火設備の点検や消防訓練などを実施
して、文化財を火災から守る意識を高めてきま
した。ユネスコ世界文化遺産に登録されている
ノートルダム大聖堂（フランス）や、首里城跡
（沖縄県）において大規模な火災が発生し社会
的な注目を集めたことは記憶に新しいと思いま
すが、白川村でも近年火災が複数件発生してお
り、日々の防災意識を高めることに加えて「文
化財防火デー」に、改めて防災について考える
機会を持つことも大切ではないかと思います。
さて、今年の「文化財防火デー」は、1月26

日（月）午前、明善寺付近において、高山消防
署白川出張所、教育委員会、消防団、施設関係
者らによる消防訓練が実施されました。消火栓
や放水銃の操作訓練の他、令和6年に実施した、
荻町重要伝統的建造物群保存地区防災計画の策
定に伴う住民アンケート結果から、軒下消火栓
（屋内消火栓）の操作認知が弱いことが明らか
となったことから、屋内消火栓の操作訓練を実
施しました。放水銃と同様に、住民誰でも操作
に慣れておくことが大切なので、消防設備の操
作方法に不安がある方は、早めに確認のうえ、
操作方法を習得しておくのがいいのではないか
と思います。
空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。日々の除雪で余裕がない方も多いと

思いますが、屋外の消防設備の管理もご自宅の管理や家事と同様に「暮らしに必要な
こと」であると考え、雪からの掘り起こしをお願いいたします。隣近所の方と声をか
けあい住民みんなで協力して、冬を乗り越えましょう。

消防設備の掘り起こし
緊急車両が通れるように除雪
観光客との関係
隣近所声をかけあって 協力して 乗り越えよう

文化財防火デーと合わせて防災関係、啓発
消防設備の掘り起こし
屋外消火栓の使い方

1月26日は文化財防火デー！消防訓練を実施しました！

写真（上）荻町の未来を考える会／（下）荻町未来会議



1月の活動報告 ※3月の定例会は10日(火)19時を予定（公民館和室にて）
1日 元旦祭（会長） 13日 ねそ1月号発行（総務部） 随時 旧寺口家屋根雪おろし（福田）
9日 定例会 22日 旧寺口家消防設備点検（福田）

6月の協議事項（現状変更申請に関わって） 6月10日開催
松古卓也･･･仮設テント設置 松古卓也･･･外壁の塗装 松古奈々･･･外壁の塗装
西村茂和･家屋の解体 今藤建二･･･看板補修 今藤建二･･･エアコン室外機設
寺口涼馬･･･自宅南側コンクリート、東側改良土敷き込み 神田将成･･･屋根葺替え
合掌庵（石坂至子）･･･合掌主屋2階、3階窓建具取替え 西村浩昭･･･屋根融雪
東中組伍長（藤坂俊幸）･･･エアコン室外機設置 中田満幸･･･白壁を杉板張に変更
佐藤正貴･･･店舗入口土間の舗装修繕、水差し口取替え

ゴミ問題等に関する発展会からのお願い ～「きれいな白川郷」を守るために～
①観光事業者は、ポイ捨てに繋がるゴミが生じないよう努力しましょう。
②店舗等周辺のゴミ拾いを積極的に行いましょう。
③観光客からゴミ処分の申し出があった際は、他店舗のゴミであっても“お互い様”の精神

で快く引き取りましょう。
④タバコのポイ捨てによる火災がないよう見かけたら注意しましょう。

守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜
①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全
②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上
③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

2月の協議事項（現状変更申請に関わって） 2月10日開催
白川村建設課･･･舗装工事

◆ねそ編集後記～観光協会青年部のみなさん＆学生さんたちと集落内のゴミ拾い～
ここ数年、オオハンゴンソウ除去作業を一緒に行ってくださっていた、トヨタ白川郷自然學校が

実施するプログラム『SDGs担い手育成講座』へ参加した学生さんたちと、今年は集落内のゴミ拾い
を行いました。日ごろからの住民みなさまの美化活動のおかげで、本当にきれいな白川郷で、ごみ
の拾いがいはありませんでしたが、住民ひとりひとりの「守ろう」という意識を知ってもらうこと
ができてよかったと感じました。作業後の直会では、村の暮らしについてお話しましたが、守る会
の取り組みについても、もっと伝えられたらよかったなと思いました。楽しい時間はあっという間
で、全然時間が足りませんでした。［福田］
・松井家の清掃ボランティア、茅刈りにも関心あり

◆現状変更申請提出の基準の明確化（いつか掲載できれば）

◆ねそ編集後記～旧寺口家管理運営委員会とガイド研修～
9月5日（金）夜、旧寺口家管理運営委員会が開催されました。旧寺口家では、コウモリに睡眠を

妨げられたり、大雪で灯油（ボイラー）が入れられなくなったり、近年の夏の猛暑で網戸の必要性
を感じ始めていたりと、厳しい住環境ではありますが、地域のみなさまの励ましや手助けがありが
たく、なんとか暮らしてきました。破損した雪囲い材も再利用し、排雪も業者へ発注せずに節約を
心がけていますが、昨シーズンの大雪で、棟おさえや雪囲い材も再利用が難しいくらいに破損して
しまったものも多く、どのように修繕費用を捻出したらいいものか悩ましい日々です。話は変わり
ますが、世界遺産30周年記念事業の一環で、五箇山にて開催された観光ガイド研修に参加してきま
した。お客様を飽きさせないガイドの工夫や、五箇山の合掌造りや煙硝のことだけでなく、観光の
在り方や住人の意識についても色々と考えさせらました。何かと忙しい村の日常ですが、○周年と
いうものは何度もはやってこない節目です。「30周年くらい、30周年だから」というもっと楽な気
持ちで、学びのきっかけに出会いにいってもいいのかなと思いました。［福田］

マナー啓発公式ピクトサイン看板（注意喚起看板）を活用して
景観と暮らしを守ろう！

守る会では行政と連携して、観光客に対するマナーリングを目的とした公式ピクト

サインを制作しています。急増する訪日外国人観光客に対する言語の問題や、多種多

様なデザインの看板が乱立することで景観を乱すことのないよう、景観に調和したピ

クトサインです。ピクトサインの種類は「ポイ捨て禁止」「敷地内侵入禁止」等、下

記の7パターンがあり、サイズはA3サイズとA4サイズの2種類。サインにはイラスト

が入っており、どの国の方でもわかりやすいデザインです。

守る会では、公式ピクトサイン普及のため、荻町住民及び事業者の皆さまへ無料で

配布いたします。2月寄合で取りまとめますので、ぜひお申し込みください。
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